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【改定履歴】 

 

No 発行日 バージョン 内容 

１ 2015 年 7 月 0100-01-57 取扱説明書と MENU（詳細）を分けました。 

２ 2016 年 9 月 0100-01-5A 

・Collection 機能 

 VDCP のポート ID 選択 No を追加 

  MENU 17301～17304 

・GPI機能追加 

MENU 48605～48713 

・VDCP コマンドタイミングパラメータの追加 

  MENU 3150B 

３ 2017 年 3 月 0100-01-5C 

・VTR プロトコルの追っかけ再生機能を追加 

MENU 17301～17304 に”F-VTR-a **” 

MENU 30907 パラメータ値変更 

MENU 30D17  F-PLAY パラメータ追加 

・電源投入時 CUE データを削除する機能を追加 

 MENU 27402 

・GPI出力の誤記訂正 

４ 2017 年 3 月 0100-01-5D 

・Bank キーに VAR 追っかけ再生機能追加 

MENU 27811/3090B 

・GPI に電源投入時の初期値設定を追加 

MENU 45A00 

５ 2017 年 7 月 0100-01-60 

アップデート用   ※１ 

・以下のアップデートを行う時は一度このバージョンに上

げて下さい。 

６ 2017 年 7 月 0100-01-6１ 

・連続再生機能に VTR プロトコルによる 

簡易再生機能を追加 

・Safe Update 機能 

・GPI に入出力のスルー機能を追加 

７ 2017 年９月 S0100-01-62 
・LAN 制御プロトコルを追加 

MENU 32000～3200B 

８ 2017 年 12 月 S0100-01-67 
・特殊制御の追加 

MENU30807/30702/30808 

９ 2018 年 1 月 S0100-01-6C 

・Diff（再生 TC の相対値）表示に対応 

 MENU 29101 

・60frame 素材を 30frame 表示に換算して表示する機能

を追加 MENU 30208 

・GPI パルス出力対応 

  MENU 33301～33307 

１０ 2018 年 12 月 S0100-01-72 

・Protocol 選択に Musashi-a Eth を追加 ※２ 

・SIO に LAN 併用機能追加 MENU32007 

・SIO LAN 機能を１６台まで使用可能な様に拡張 

 MENU3200D 

・SIO LAN に調整パラメータ追加 MENU32012,32013 

・LAN PortNo 追加 MENU51208～5120B 

・LAN UDPのオフセットを追加 MENU5121A,5121B 
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１１ 2019 年 4 月 S0100-01-77 

・VDCP のポートＩＤ設定可能範囲を拡張 

・Bank 登録したファイルの名称表示対応 

・ＵｐＤａｔｅ機能の高速化（※次回の UPDATE より反映） 

１２ 2019 年 6 月 S0100-01-78 

・BlankKey 機能に SyncTopPlay 機能を追加 

 MENU27812/27813 

・GPI機能に BlankKey 選択を追加 

 MENU4860B/4860C/4860D 

・特殊用途 

 MENU30D1B/31006/33216/30911/30912 機能追加 

１３ 2019 年 10 月 S0100-7A-02 

・Collection メニューの表記変更 

・MENU27601-4 Bank 機能設定をシンプルに変更 

・MENU2820C/D/E 特殊用途 

１４ 2019 年 12 月 S0100-7C-01 

・簡易編集機能に OffSet 指定追加 MENU29910-3 

・XDS（VTR プロトコル使用時）TCG 切替コマンドを追加

MENU34010-32 

・KiPro 同時再生コマンドに対応 MENU30D1C 

１５ 2020 年 11 月 S0100-7C-05 

・MENU27801 選択項目に J/S を追加 

・MENU2781x 選択項目に JOG/SHUTTLR を追加 

・スロー編集機能の追加 

・MENU の Load＆SAVE 機能の不具合を修正 

・LAN IP アドレスの登録が重複しない様に修正 

・VDCPプロトコル使用時、PlayListで DURが 16進表記 

 になる不具合を修正 

以下ＭＥＮＵの追加 

MENU29920～29925/30E42/30E49  

１６ β S0100-7C-0６ MENU30917 CUE UP リトライ処理を追加 

１７ 2021 年 3 月 S0100-7C-08 
MENU32010 GPI入力に同期処理設定を追加 

MENU35000～MENU35026 TSL プロトコル追加 

１８ 2021 年 5 月 S0100-7E-02 

・イベントクリップ画面追加(MENU7700D/7700E) 

・VDCP R/P 接続時の機能追加（MENU28210） 

・GPI機能追加(MENU48614/48705) 

※１．Safe Update機能とは、VerUP中に電源を落とされ、動作しなくなった時に復旧する事が出

来る機能です。 

※２．BlkMgc-a Eth&Sio 機能はオプションライセンが必要です。 

購入時に弊社営業にご相談下さい。 
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1. はじめに 

“MDC-70““MDC-70T““MDC-74“をご使用頂きありがとうございます。 

本書は MENUの詳細を記載致します。取扱説明書と合わせてご確認下さい。 

 

2. MENU 操作 

MENU設定を行うにはファンクション表示エリア内の”Menu”を選択し、 

上下▲と＋（F4）－（F3）キーで選択を行い Set（F1）キーで登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 MENUのバンク設定 

メニューの内容はバンクまたは USB メモリに保存、読み出しをすることが可能です。 

最大保存数 ９９ 

 

 

 

 

 

 

 

※USB メモリに保存を行う時は FATフォーマットでご使用下さい。 

 

ファンクション表示エリア 
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3. MENU 一覧 

 

○ 共通事項 

・設定値の変更は、“（Ｆ４）+”、“（Ｆ３）-““SET“ 操作で行います。 

・下線が引いてある設定値は、Defaltの設定です。 

・“＄～“の項目は、電源再起動(ResetMDC)でその設定が反映されます。 

 

○ メニュー区分 

Main メニュー画面では、メニューの区分を選択します。 

10000 : Collection は詳細な MENU内容を一括で設定する事が可能です。 

例えば、VDCPプロトコルとVTRプロトコルを切り替える場合、SIOメニューの中で複数個所の

設定を行わなければなりません。本MENUを使用すると詳細な設定を行わなくても、一括で設

定を行う事が可能です。Collection設定で Free と設定すると一括で設定を行わずに個別に設

定する事が可能です。 

20000 : Console は Blankボタンや Preroll 時間等の設定変更が可能です。 

30000 : Sio はポート毎の設定やポート毎の GPI設定が可能です。 

40000 : Gpi は本機のボタンの機能の一部を GPIに割り当てる事が可能です。 

50000 : Lan/Linkは UnitID番号や IPアドレスの設定変更が可能です。 

60000 : System は内部時計の時間設定やスクリーンセーバー機能の時間設定が可能です。 

70000 : VertualMachine は複数台の同時使用時の調相パラメータの設定です。 
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○ “10000：Collection“ 関連 

・簡易設定を行います。 

Collection 
項目番号 項目名 内容 

１７０００ $CutomPtn 特定案件用設定。 

0000：標準動作設定 （通常時左値固定） 

１７００２ $PcSysPtn コントローラモードと PC モードの切替えを行います。 

1)Free ： （前回の設定を保持します） 

2)StandAlone ： 通常モードで使用します。（VTR 制御等） 

3)MvxMode-A ： SlaveMode（Mvx） 

4)PcMode-A  ： SlaveMode A 

5)PcMode-B  ： SlaveMode B 

6)PcMode-C  ： SlaveMode C 

※SlaveMode で起動すると画面は SlaveMode と表示され、PC 等と通信が

確立すると、アプリケーション依存の画面に切り替わります。 

※通常モードに戻すには ESC+SFT ボタンを押しながら電源を投入して下

さい。投入後に本 MENU を StandAlone に戻して下さい。 

１７１００ $Port-Coupling PORT の使用方法を設定します。 

1)Free    ： 前の設定を保持します 

2)Default  ： VTR 単体制御及び同時制御を行う時に選択します。 

3)Coupling12：1,2 PORT をカップリング機能で使用する時に選択します。 

4)Coupling34：3,4 PORT をカップリング機能で使用する時に選択します。 

5)Coupling12/34：1,2 と 3,4 PORT を選択しカップリング機能で使用する時

に選択します。 

6)Coupling1224 ： 1,2 と 3,4 PORT を同時にカップリング機能で使用する

時に選択します。 

１７１００ $Port-Default PORT の使用方法を設定します。 

 

Yes / No 

１７１０１ $Port-Coupling12 PORT の使用方法を設定します。 

1,2 PORTをカップリング機能で使用する時に選択します。 

１７１０２ $Port-Coupling34 PORT の使用方法を設定します。 

3,4 PORTをカップリング機能で使用する時に選択します。 

１７１０３ $Port-Coupling12/34 PORT の使用方法を設定します。 

1,2 と 3,4 PORTを選択しカップリング機能で使用する時に選択します。 

１７１０４ $Port-Coupling1234a PORT の使用方法を設定します。 

1,2 と 3,4 PORTを同時にカップリング機能で使用する時に選択します。 

１７３０１ $Port1-Protocol PORT 1 で使用するプロトコルを選択します。 

1) Free ： （前回の設定を保持します） 

2) Default（VTR） ： デフォルト（初期設定値）（※VTR プロトコルに設定) 

3) Through ： (PC モード用) 

【VTR プロトコル】 

4) VTR-a ： VTR プロトコルに設定します。 

【VTR プロトコルの追っかけ再生指定】 

5) F-VTR-a R1 

6) F-VTR-a R2 

7) F-VTR-a R3 

8) F-VTR-a R4 

9) F-VTR-a P1 

10) F-VTR-a P2 

11) F-VTR-a P3 

12) F-VTR-a P4 



 

 

8 

13) F-VTR-a R/P 

【XDS VDCP プロトコル】 

14) XDS-a VDCP R1 ： VDCP プロトコルの REC ポートに設定します。 

15) XDS-a VDCP P1 ： VDCP プロトコルの PLAY ポートに設定します。 

16) XDS-a VDCP R1/P1 ：VDCPプロトコルの REC と PLAYを１ポートで

切り替えて使用します。 

【XDS VTR プロトコル】 

17) XDS-a VTR R ： VTR プロトコルの REC ポートに設定します。 

18) XDS-a VTR P ： VTR プロトコルの PLAYポートに設定します。 

19) XDS-a VTR R/P ： VTR プロトコルの REC と PLAY を 1 ポートに設

定します。 

【PSW/SRMASTER VDCP プロトコル】 

20) SR1K-a VDCP R1 

21) SR1K-a VDCP R2 

22) SR1K-a VDCP R3 

23) SR1K-a VDCP R4 

24) SR1K-a VDCP R5 

25) SR1K-a VDCP R6 

26) SR1K-a VDCP R7 

27) SR1K-a VDCP R8 

28) SR1K-a VDCP P1 

29) SR1K-a VDCP P2 

30) SR1K-a VDCP P3 

31) SR1K-a VDCP P4 

32) SR1K-a VDCP P5 

33) SR1K-a VDCP P6 

34) SR1K-a VDCP P7 

35) SR1K-a VDCP P8 

【LAN 制御】 

36) BlkMgc-a Eth 

37) BlkMgc-a Sio 

38) BlkMgc-a Eth&Sio ※オプションライセンスが必要です。 

【特殊制御】 

39) Musashi-a Eth 

40) KiPro-a 

41) TEST用 

42) TEST用 

１７３０２ $Port2-Protocol PORT 2 で使用するプロトコルを選択します。 

同上 

１７３０３ $Port3-Protocol PORT 3 で使用するプロトコルを選択します。 

同上 

１７３０４ $Port4-Protocol PORT 4 で使用するプロトコルを選択します。 

同上 

１７３２０ $PreDefSetPort MENU 変更時に Defultに戻すか如何なを指定 

ポート毎に指定する事が可能です。 
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○ “20000：Console“ 関連 

   操作パネル関連の設定メニューです。 

 

Console 
項目番号 項目名 内容 

２２００１ Port1-RecNextClipId PORT１で使用する、次の記録用のファイル番号です。 

M…0001 

２２００２ Port2-RecNextClipId PORT2 同上 

M…0001 

２２００３ Port3-RecNextClipId PORT3 同上 

M…0001 

２２００４ Port4-RecNextClipId PORT4 同上 

M…0001 

   

２７４００ PortSelectMode ポートの選択モードを指定します。 

Normal ： 標準のポート選択モード 

OldParaSel ： 旧(MDC50T 等形式)複数ポート選択モード 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７４０１ PortAutoChg 再/録操作時に従う(カップリング)ポートの自動切り替えの設定。 

Disable ： 自動切り替えしない 

Enable ： 再生系操作をした場合は再生系ポートへ自動切り替え、 

         記録系操作をした場合は記録系ポートへ自動切り替え 

２７４０２ PwrOn-CueInitMode 電源投入時 CUEデータの削除指定 

Disable ： 削除しない 

Enable ：  削除する。 

２７５０１ Port1-RecCoupling PORT1 選択時での記録制御先指定。（カップリング用） 

16 パターンの設定が可能です。 

１．．． 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７５０２ Port2-RecCoupling PORT2 同上 

．２．． 

２７５０３ Port3-RecCoupling PORT3 同上 

．．３． 

２７５０４ Port4-RecCoupling PORT4 同上 

．．．４ 

２７５１１ Port1-PlayCoupling PORT1 選択時での再生制御先指定。（カップリング用） 

16 パターンの設定が可能です。 

１．．． 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７５１２ Port2-PlayCoupling PORT2 同上 

．２．． 

２７５１３ Port3-PlayCoupling PORT3 同上 

．．３． 

２７５１４ Port4-PlayCoupling PORT4 同上 

．．．４ 

 

２７６０１ Port1-ListBank PORT1 選択時でのファイルリストの登録エリアの指定。 

Bank-A 

Bank-B 

Bank-C 

Bank-D 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 
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２７６０２ Port2-ListBank PORT2 同上 

Bank-B 

２７６０３ Port3-ListBank PORT3 同上 

Bank-C 

２７６０４ Port4-ListBank PORT4 同上 

Bank-D 

２７６１１ Port1-ClipListBank PORT1 選択時での CLIP(CUE)リストの登録エリアの指定。 

Bank-A 

Bank-B 

Bank-C 

Bank-D 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７６１２ Port2-ClipListBank PORT2 同上 

Bank-B 

２７６１３ Port3-ClipListBank PORT3 同上 

Bank-C 

２７６１４ Port4-ClipListBank PORT4 同上 

Bank-D 

２７６２１ Port1-PlayListBank PORT1 選択時でのプレイリストの登録エリア指定。 

Bank-A 

Bank-B 

Bank-C 

Bank-D 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７６２２ Port2-PlayListBank PORT2 同上 

Bank-B 

２７６２３ Port3-PlayListBank PORT3 同上 

Bank-C 

２７６２４ Port4-PlayListBank PORT4 同上 

Bank-D 

２７７０１ Port1-Symbol PORT1 のシンボルを変更します。 

A～D／1～V4／R1～R4／P1～P4 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

２７７０２ Port2-Symbol PORT2 同上 

B 

２７７０３ Port3-Symbol PORT3 同上 

C 

２７７０４ Port4-Symbol PORT4 同上 

D 

   

２７７１１ Port1-DevStsIcon PORT１のアイコンを画像入力にするか Symbol にするか選択します。 

PortSym  ：上記(27701)のシンボルに従います。 

Video-IN1 ：IN1 画像を表示します。 

２７７１２ Port2-DevStsIcon PORT2 同上 

PortSym 

２７７１３ Port3-DevStsIcon PORT3 同上 

PortSym 

２７７１４ Port4-DevStsIcon PORT4 同上 

PortSym 
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２７８０１ $MarkBlankKeyAsn MARK エリアの Blank キーを変更します。 

1)Blank ：何もしません。 

2)Search ：CUE点を Search します。 

3)Login ： カップリング中に REC 側の CUE点を登録します。 

4)J/S   ： J/S SW と同等 

２７８１１ $ContKeyAsn-1 CONTROLエリアの Blank キー１を変更します。 

対応機種 MDC-74 

1) Blank 何もしません 

関連機能：スクリーンキャプチャー(MENU66005) 

2) Var VAR 動作に切り替えます。 

MDC-70T・MDC-70 使用時有効 

3) J/S JOG 動作に切り替えます 

4) Stop STOP 動作 

5) Rec REC 動作 

6) Play PLAY 動作 

7) F-Play F-PLAY 動作 

8) Rew REW 動作 

9) F.FWD FWD 動作 

10) Top TOP 動作 

11) End END 動作 

12) Standy STANDBY ON 動作 

13) Eject EJECT 動作 

14) Prev PREV 動作 

15) Next NEXT 動作 

16) Var1 VAR1 再生動作 

17) Var2 VAR2 再生動作 

18) Var3 VAR3 再生動作 

19) RecDlyVar 特殊再生(ハイフレームレート) 

関連機能：MENU3090B 

20) Jp-RecInTc 特殊用途 関連機能：MENU30807 

21) Jp-RecOutTc 特殊用途 関連機能：MENU30807 

22) Step(-) －１Frame 送り 

23) Step(+) ＋１Frame 送り 

24)SyncPlay 簡易同期ＰＬＡＹ 

25)MdaStby 特殊用途 

26)SyncTopPlay ファイル頭に移動して再生する 

※特殊用途（TOP コマンドに対応した機器のみ） 

27)CurTOP 特殊用途 

28)CurEND 特殊用途 

29)JOG JOG モード 

30)SHUTTLE SHUTTLE モード 

31)SyncCurTopPlay ファイル頭に移動して再生する(複数) 

※特殊用途（TOP コマンドに対応した機器のみ） 

32)EventClipPlay Eventの IN 点に移動して再生する 

※特殊用途 

33) EventClipLoop Eventの LOOP ON/OFF 

※特殊用途 

 

２７８１２ $ContKeyAsn-２． CONTROLエリアの Blank キー2 を変更します 

対応機種 MDC-74・MDC-70・MDC-70T  

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１３ $ContKeyAsn-３． CONTROLエリアの Blank キー３を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 



 

 

12 

２７８１４ $ContKeyAsn-４ CONTROLエリアの Blank キー４を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１５ $ContKeyAsn-５ CONTROLエリアの Blank キー５を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１６ $ContKeyAsn-６ CONTROLエリアの Blank キー６を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１７ $ContKeyAsn-７． CONTROLエリアの Blank キー７を変更します 

対応機種 MDC-74・MDC-70 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１８ $ContKeyAsn-８ CONTROLエリアの Blank キー８を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１９ $ContKeyAsn-９ CONTROLエリアの Blank キー９を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１A $ContKeyAsn-１０ CONTROLエリアの Blank キー１０を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７８１B $ContKeyAsn-１１ CONTROLエリアの Blank キー１１を変更します 

対応機種 MDC-74 

機能は MENU２７８１１を参照して下さい 

２７９０１ Preroll-1 プリロール時間の指定 

-０３：００  時間変更可能です。 

２７９０２ Preroll-2 プリロール時間の指定 

-０５：００  時間変更可能です。 

２７９０３ Preroll-3 プリロール時間の指定 

-０７：００  時間変更可能です。 

２７９０４ Preroll-4 プリロール時間の指定 

-１０：００  時間変更可能です。 

２７９０５ Preroll-5 プリロール時間の指定 

-２０：００  時間変更可能です。 

２６９０６ Preroll-6 プリロール時間の指定 

-３０：００  時間変更可能です。 

   

２７９１１ PostRoll-1 ポストロール時間の指定 

+０３：００  時間変更可能です。 

２７９１２ PostRoll-2 ポストロール時間の指定 

+０５：００  時間変更可能です。 

２７９１３ PostRoll-3 ポストロール時間の指定 

+０７：００  時間変更可能です。 

２７９１４ PostRoll-4 ポストロール時間の指定 

+１０：００  時間変更可能です。 

２７９１５ PostRoll-5 ポストロール時間の指定 

+２０：００  時間変更可能です。 

２７９１６ PostRoll-6 ポストロール時間の指定 

+３０：００  時間変更可能です。 

   

２７Ｂ００ CTL-DisplayMode CTLの時間表示方法の指定 

24H 

12H 
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２７Ｄ００ AtCup-SetClp-Clist ClipListに CUE点を登録した時に自動で CUE UP します。 

Disable ：CUE UP しません。 

Enable ：CUE UP します。 

２７Ｄ０１ AtCup-SetClp-Plist PlayList に CUE点を登録した時に自動で CUE UP します。 

Disable ：CUE UP しません。 

Enable ：CUE UP します。 

２７Ｄ０２ AtCup-CsrMov-Mlist Ｍａｔｅｒｉａｌ Listでカーソルを移動させた時に自動で CUE UP します。 

Disable ：CUE UP しません。 

Enable ：CUE UP します。 

２７Ｄ０３ AtCup-CsrMov-Clist Clip Listでカーソルを移動させた時に自動で CUE UP します。 

Disable ：CUE UP しません。 

Enable ：CUE UP します。 

２７Ｄ０４ AtCup-CsrMov-Plist Play Listでカーソルを移動させた時に自動で CUE UP します。 

Disable ：CUE UP しません。 

Enable ：CUE UP します。 

２７Ｄ０５ AtCup-Wait CueUp 時のタイミング調整 

0frame 

   

２７Ｅ０１ Preset VAR-1 VAR 再生のスピードを指定します。 

100%  %の変更は可能です。 

２７Ｅ０２ Preset VAR-2 VAR 再生のスピードを指定します。 

50%  %の変更は可能です。 

２７Ｅ０３ Preset VAR-3 VAR 再生のスピードを指定します。 

30%  %の変更は可能です。 

   

２７Ｆ０１ SpeedMode T-BAR 操作とＪＯＧ操作の切替え方法を指定します。 

Button ： J/S、VAR ボタンによる切替え 

Direct ： T-BAR/DIAL 操作による切替え 

２７Ｆ０２ DialSafeStopper Direct切替え操作時、JOG の操作方法を指定します。 

Disable ： Stopper 機能は無効になります。 

Enable ： Stopper 機能は有効になります。 

２８０００ JogPattern JOG の操作感の変更が可能です。 

Fix：デフォルトパラメータ（固定）での動作になります。 

Adjustable ：以下のパラメータ指定が有効になります。 

２８００１ JogParam-Point1 10 

２８００２ JogParam-Point2 20 

２８００３ JogParam-Angl1 1 

２８００４ JogParam-Angl2 5 

２８００５ JogParam-Angl3 30 

２８００６ JogParam-JogToShtl 20 

   

２８１０１ T-BarLimit T-Bar のスプリング位置からの動作を指定します。 

Free ：早送り・巻き戻し動作します。 

Low ：下位置以下で停止状態です。 

High ：上位置以上でＰＬＡＹ状態です。 

Low&High 

   

２８２００ ExtRefDispMode REFが接続されているか否か、STOPボタン点滅で指定します。 

Disable ： REF入力が無くても点滅しません。 

StopSw ： REF入力が無いと STOP ＳＷが点滅します。 

２８２０２ DialCursorAdjust JOG(SFT+△)でカーソルを移動させた時の移動量の調整パラメータです。 

3 

２８２０３ PB/EE-SendPort EE コマンドを出すポートを指定します。 

MasterPort ： 現在選択中（PORT 選択 SW 点滅中）のポート 

RecPort ： 記録系ポート 
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PlayPort ： 再生系ポート 

２８２０４ RecStopOprTimer ＲＥＣの停止時の操作を長押しで停止する様に時間指定します。 

0 frame 

２８２０５ StopSwLgOprMod パラ選択時に STOPボタンを長押しするとマスターポートに CUEUP します 

1) Disable 

2) MasterCueup 

２８２０６ FfRwSwOprMod FF/REW ボタンの機能変更 

1) Normal    ： FF/REW 

2) x2,x10,x50  ： 押す毎に切替わります 

２８２０７ RecOprChkSel REC ボタン操作時の REC 開始確認条件指定 

1) Normal     ：確認しません 

2) Tcg&TcAns ：出力 TC と SIOの TC が一致していたら REC する 

２８２０８ StopSwLgOprTimer STOP長押し操作の時間指定 

0=Def(30f)  

MENU28205 が 2)MasterCueupの時有効 

２８２０９ Sft+PlayMod SFT+PLAY操作モード 

1) DelayPlay : 追っかけ再生 

2) SyncPlay : 簡易同期 Play 

２８２０Ａ ClipLoopMod LoopMode の動作指定 

1) Disable 

2) CurClip 

3) AllClip 

２８２０Ｂ SyncMcnSel 同時再生の動作指定 

1)  Normal   （本装置） 

2)  MCI-70 

２８２０C PlyMod PlayList 画面で STANDBY から PLAY した時の動作指定 

1)Drfult ： F-PLAY 

2)Mode1： STANDBY 状態の時 F-PLAY / STANDBY してない時 PLAY 

２８２０D ClpPlyMod ClipList画面で STANDBY から PLAY した時の動作指定 

1)Drfult ： F-PLAY 

2)Mode1： STANDBY 状態の時 F-PLAY / STANDBY してない時 PLAY 

２８２０E OtherScrFPlayMod 2820C/2820E 以外の時の動作 

1)Nop 

2)Play 

２８２１０ PortModChgInhi (VDCP 時など)記録系／再生系の切替操作の Inhibit 指定  

1) Inhi-Off     : 常時切替可 (Def)  

2) Inhi-InMove : 動作中は切替禁止  

   

２９１００ DvStsUprTcTyp DeviceStatus 画面の各 Cｈの右上の表示切替 

1)Defult(UB&FTC) 

2)SyncPosi(将来対応) 

２９１０１ DvSts:LwrTcTyp Diff 表示の指定 

1) Normal 表示しませんｎ 

2) Diff(MasterDev) 点滅ポートの TC の相対値を表示 

3) Diff(VirMcn) 未使用 

２９１０２ DvSts:FplayCont DeviceDtatus 画面の F-PLAY 操作時のモード指定 

1) DelayPlay 追っかけ再生 

2) SyncPlay 簡易同期再生 

２９１０３ LtcTmr：LtcSrc TimerMode の時間の取得先を指定します。 

1)LTCIn 

2)Eth(Mci) 

２９１０４ LtcTmr：TrgTcChkWd TimerMode の時間の検出間隔 

1)30f  2)60f   3)90f 

２９１０５ LtcTmr：FwChkFrm TimerMode の時間の歩進検出 

1)30f  2)60f   3)90f 
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２９５００ MatrList：FplayCont MaterialList の F-Play 動作指定 

1)ParaPlay 

2)SyncPlay 

２９６００ ThumbnailCapture CUE 点のサムネイルを IN1～４の入力画像よりキャプチャーする事が可能

です。 

Disable ： キャプチャー登録します。 

Enable ： キャプチャーは行いません。 

※キャプチャー機能を有効にすると、CUE点の登録動作が遅くなります。 

２９６０１ ClipList-SetMode Clip ListへのＣＵＥ点の登録方法を選択します。 

Search ：若番より空いている所に登録します。 

OverWrite ： カーソル位置に上書します。 

２９６０２ ClipLisFplayCont Clip List画面の F-PLAY操作時時の動作 

1)ParaPlay 

2)Sync Play 

２９６０３ ClipList:ProtectChk Protect機能の上書き時に複数ポートに反映する設定 

1)NpChk-Slave(Def) 

2)Chk-Slave 

２９７００ PlayListFplayCont Clip List画面の F-PLAY操作時時の動作 

1)ParaPlay 

2)Sync Play 

   

２９９００ AE-SyncRetry VTR 簡易編集画面時での調相制御リトライ回数パラメータです。 

3 

２９９０１ AE-EditChSel Editチャンネルの選択です 

1) MasterPort (Def) 

2) １．．． 

3) ．２．． 

4) １２．． 

5) ．．３． 

6) １．３． 

7) ．１２． 

8) １２３． 

9) ．．．４ 

10) １．．４ 

11) ．２．４ 

12) １２．４ 

13) ．．３４ 

14) １．３４ 

15) ．２３４ 

16) １２３４ 

２９９１０ AE-InPoint Pt1 VTR 簡易編集画面時で SIO1 の制御 TC と映像に 

オフセットを指定します。-99～99 

Defult : 0 

２９９１１ AE-InPoint Pt2 VTR 簡易編集画面時で SIO２の制御 TC と映像に 

オフセットを指定します。 

-99～99 

Defult : 0 

２９９１２ AE-InPoint Pt3 VTR 簡易編集画面時で SIO３の制御 TC と映像に 

オフセットを指定します。 

-99～99 

Defult : 0 

２９９１３ AE-InPoint Pt4 VTR 簡易編集画面時で SIO４の制御 TC と映像に 

オフセットを指定します。 

-99～99 

Defult : 0 
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２９９２０ AE-PlayPort VTR 簡易編集時の PlayerPortを指定する。 

1)CurSelPort・・・・Port選択ボタンによる 

2)Portを指定する。 

２９９２１ AE-MasterPort VTR 簡易編集時の RecoderPortを指定する。 

1)CurMaster・・・・Port選択ボタンによる 

2)Portを指定する。 

２９９２２ AE-EditSw VTR 簡易編集時の AutoEdit操作の SW 指定 

1)Defult ・・・・Function 機能 

2)REC-sw ・・・REC ボタンに指定 

２９９２３ AE-VarSwContMod VTR 簡易編集時の VAR SW んお指定 

1)Defult 

2)NoSend 

２９９２４ AE-SlowEditEna VTR 簡易編集時に VAR 編集の指定 

1)Defult 

2)VAR-SW 

２９９２５ AE-SlowEditOprMod VTR 簡易編集時に VAR 編集の指定 

１）IN-Start 

2)Opr-Start 

２９Ｂ００ EvClp:JmpTopSel イベントクリップ画面機能用 Jump 先の指定  

1) AllFile : 先頭ファイルの頭  

2) CurFile : 現ファイルの頭  
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○ “30000：Sio“ 関連 

   SIOポート関連の設定メニューです。 

   設定対象の SIOポート１～４ の切り替えは、PORT SELECTボタンで行います。 

Sio 
項目番号 項目名 内容 

３０１０１ Sio:Baudrate SIO のボーレート指定 

9600 

19200 

38400 

115200 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０２ Sio:DataBit SIO のデータビット指定 

7bit 

8bit 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０３ Sio:Parity SIO のパリチィービット指定 

Non 

Even 

Odd 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０４ Sio:StopBit SIO のストップビット指定 

1bit 

2bit 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０５ Sio:PinAssign SIO の Tx/Rx 信号アサインの指定 

RemoteOut  (VTR 等とストレートケーブルで接続の場合) 

RemoteInp   (コントローラ等とストレートケーブルで接続の場合) 

※ケーブルのストレート／クロスをここで吸収可。 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０６ Sio:FrameTimeOut SIO のフレーム通信タイムアウト指定 （単位≒Ref） 

5  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０１０７ Sio:CharTimeOut SIO の受信キャラクタ間タイムアウト指定 (単位≒ms) 

15  

※スループロトコルの場合、接続相手の性能に合わせ適値として下さ

い。 

受信フレームが問題なく安定して“終端される“範囲で最小値に 

調整して下さい。 

※上記デフォルト値は安全の為、少し長めの値としてあります。 

  フレーム精度制御の必要が無ければデフォルトのまま使用して下さ

い。 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

   

３０２０１ PortDirection 接続対象との“制御の方向”の指定 

RemoteOut   MCIが制御を出す場合 (＝VTR 等) 

RemoteInp    ＭＣIが制御を受ける場合 (＝コントローラ等) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０２０２ Protocol 通信プロトコルの指定 

1)Through  (プロトコル非依存のスルー通信をさせる場合) 

2)9pin 

3)Odetics 

4)Sdisk 
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5)Vdcp 

6)Ether 

※“Through “指定の場合、以降のプロトコルに依存する設定項目は 

   制御に使用しない為、基本はデフォルトのままとして下さい。 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０２０３ FrameFormat フレームフォーマット指定 

NTSC-DF 

NTSC-NDF 

PAL 

 

 

  

３０２０５ DoropFrameSign ドロップフレーム指定 

DeviceAnswer  (DFはデバイスからの TC アンサーに従う) 

Fix (先述フレームフォーマット値で固定) 

３０２０６ 

 

OptCmdParam 

 

オプションパラメータ指定 

01 h   (通常左値固定) 

３０２０７ PortAttribute ポートの 再／録 制御 属性の指定 

Play&Rec  (再／録 制御 両方行うポート)  (通常左値固定) 

Play  (再生制御のみ行うポート) (Disk 系の Play ポート等) 

Rec  (記録制御のみ行うポート) (Disk 系の Rec ポート等) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０２０８ ExpfTcSel 60Frame 素材の TC 表示設定 

1) Disablel 

2) BlkMgc60(ODD/EVEN 情報をドットで表示) 

３０２０９ ThrSnsTrmMod  

1)RefEnd 

2)ChrTout 

３０５００ DevStsSns-Tmg 周期ステータスセンス送信タイミング指定 

0  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０５０１ TcSnsTyp1(S)-Tmg 周期 TC センス送信タイミング指定（センス TC が１種類用） 

0 (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０５０２ TcSnsTyp1(D)-Tmg 周期 TC センス送信タイミング指定（センス TC が 2 種類用の１つ目） 

0 (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０５０３ TcSnsTyp2(D)-Tmg 周期 TC センス送信タイミング指定（センス TC が 2 種類用の 2つ目） 

0 (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０５０４ ThrCmd-Timing コマンド送信タイミング指定 

1) Disable 

2) DevStsSens-Tmg 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

   

３０６００ Stop-Timing STOP コマンドタイミング指定 

6 frame  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０６０１ Still-Timing STILL コマンドタイミング指定 

6 frame  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０６０２ Rec-Timing REC コマンドタイミング指定 

5 frame  (通常左値固定) 

３０６０３ Play-Timing Play コマンドタイミング指定 

5 frame  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 
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３０６０６ RecTcOffset Rec 時の TC に対するオフセット 

0 frame   (通常左値固定) 

３０６０７ PlayTcOffset Play 時の TC に対するオフセット 

0 frame  (通常左値固定) 

３０６０８ FullEeOn-Wait Full-EE ON 切替必要 Wait 

30frame 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０６０９ FullEeOff-Wait Full-EE OFF 切替必要 Wait 

30frame 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

   

３０７００ RecEnable 記録制御の有効／無効 

RecDisable  記録禁止 

RecEnable   記録許可  (通常左値固定) 

 

３０７０１ NomalRecStartDly REC コマンド遅延指定 

0 frame 

３０７０２ AtRecInTc-RecChkWt AutoStopSel 機能有効時に REC 開始直後の TC が不安定な時に調整

する為のパラメータ 

0Frame    (通常左値固定) 

３０７０３ RecStartPosiMode ＲＥＣ開始時に前回の RECOutTC に Cueup する機能 

1) Disable 

2) LastRecOutTc 

３０８００ StopCommand 停止制御に使用するコマンドの指定 

Stop  (通常左値固定) 

Var-Zero  (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

Jog-Zero 

Shuttle-Zero 

   

３０８０３ DialShuttleMax Shuttle 使用時の MAX 値の設定 

ｘ４, ｘ８, ｘ１６, ｘ３２, ｘ５０, ｘ６０, ｘ１００, ｘ２００, Ｍａｘ, FF/REW 

３０８０４ DialVarMax JOG_VAR 使用時の MAX 値の設定 ※MDC-70 のみ 

ｘ４, ｘ８, ｘ１６, ｘ３２, ｘ５０, ｘ６０, ｘ１００, ｘ２００, Ｍａｘ, FF/REW 

３０８０５ T-BarMax T-Bar 使用時の MAX 値の設定 ※MDC-70T のみ 

ｘ４, ｘ８, ｘ１６, ｘ３２, ｘ５０, ｘ６０, ｘ１００, ｘ２００, Ｍａｘ, FF/REW 

   

３０８０６ 

 

T-BarSpdBias T-Bar 動作のスピートを変更します。 

X1～x8  

３０８０７ AutoStopSel AutoStopSel 機能の選択です。 

1) Disable  ： 何もしない 

2) RecInOut ： 収録のＩＮ点 OUT点の管理を行う機能です。 

         (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

３０８０８ AutoStopOfs AutoStopSel機能有効時に REC停止時の TCのバラつきを吸収する為

のパラメータ 

30 frame  (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

３０８０９ DialSpdIntvl ダイヤル操作でコマンドを送信する間隔調整 

0  (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

３０８０Ａ DialJogCtrlMode ダイヤル操作で使用するコマンドの選択 

1) SpeedCmd 

2) CueupCmd  (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

３０８０B SpeedLimiter 1)off  2)x1  3)x2  4)x3  5)x4 

３０９０２ Cue:StartWait 同期 Cueup 制御での制御開始タイミング指定 

10 frame  (通常左値固定) 

３０９０３ Cue:CmplChkWait 同期 Cueup 制御での制御完了監視 Delay 指定 

10 frame  (通常左値固定) 
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３０９０４ Cue:CmplDelay 同期 Cueup 制御での制御完了 Delay 指定 

10 frame  (通常左値固定) 

３０９０５ Cue:ReCueup 同期 Cueup 制御での再制御指定 

ReCueup 

No-ReCueup  (通常左値固定) 

３０９０７ Cue:RecTc-SchDly 自動追いかけ再生制御での再生遅延量の設定 

XDS    210 frame   

F-VTR   30frame  

SR1K    30frame 

３０９０８ Cue:CupAftStlCmd 画出力機能付き Cueup 機能での画出しの為の停止制御指定 

Nop  (通常左値固定) 

Stop 

Var-Zero 

Jog-Zero 

Shuttle-Zero 

※Cueup 後、EEになるなどの機器の対策用。 

３０９０９ Cue:CupAftStlDly1 上記 Cueup 機能での Cueup 送信後から停止送信までの Delay 

30 frame  (通常左値固定) 

３０９０A Cue:CupAftStlDly2 上記 Cueup 機能での Cueup 完了後から停止送信までの Delay 

5 frame  (通常左値固定) 

３０９０Ｂ Cue:RecTcAftVarSpd 白キー設定 RecDlyVar 設定時のスピードパラメータです。 

ｘ１、ｘ２、ｘ３、ｘ４、ｘ５、ｘ６、ｘ７、ｘ８が設定可能です。 

３０９０Ｃ Cue: 

AtRecInOut-JmpOfs 

RecIn/Out TC 位置に CueUpする機能のオフセット 

0 Frame  (KiPro-a 設定時自動設定されます) 

３０９０Ｄ Cue:CueupRetryCnt CUE UP時のリトライ回数指定 

0 (KiPro-a 設定時は 3 で設定されます) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０９０Ｅ Cue:CueupRetryWt CUE UP時のリトライ間隔 

0   (KiPro-a 設定時は 60で設定されます) 

３０９０Ｆ Cue:CueupStsEmu CueUPステータスを使用する 

1) DevSts 

2) DF-Sts  CueUP ステータスを使用しない 

3) △本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０９１０ Cue:PreStillAfteWt 内部パラメータ 

15 

３０９１１ Cue:CupStsChkTout Cueup 送信後の Cueup Sts チェック の タイムアウト (frame)  

0   = タイムアウトチェックしない  

1～ = タイムアウト指定  

※デバイスからの Cueup 中ステータスが立ちっぱなしになる機器のタ

イムアウト指定 

３０９１２ Cue:CupRtryOfst Cueup リトライ時、一旦ずらして Cueup させるための Offset (frame) 

３０９１３ Cue:ClpTcTyp 1)Frame&TC  2)TC 

３０９１４ CuePosCmpDly 10 

３０９１５ CueCupParkStsTmr 10 

３０９１６ CueDrvCmdMod 1)Disable  2)Send 

３０９１７ Cue:CupBfoStlCmd 1) Nop ※ 

2) Stop 

3) Var-Zero 

4) Jog-Zero 

5) Shuttle-Zero 
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３０Ａ０２ Sync:StartDelay 同期再生制御開始タイミング指定 

5 frame  (通常左値固定)  Edit開始時に自動調整します。 

※自動調整機能は S0100-01-6C より対応 

３０Ａ０４ Sync:DiffChkWt 同期再生制御 TC 監視タイミング指定 

30 frame  (通常左値固定) 

３０Ａ０５ Sync:SyncGrade 同期再生制御 TC 監視許容幅指定 

0 frame  (通常左値固定) 

３０Ａ０８ Sync:LockCmplWt 同期再生制御 TC 監視持続時間指定 

20 frame  (通常左値固定) 

３０Ａ０Ｄ Sync:ParaRecDelay 一斉 Rec 制御時の Rec 送信 Delay 指定 

0 frame  (通常左値固定) 

   

３０Ｄ００ V:VtrStsSnsLen VTR ステータスセンスの byte 数指定 

14 byte  (通常左値固定) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０Ｄ０１ V:TcSnsType1 VTR TC センス種別 指定 

Auto  (通常左値固定) 

LTC 

VITC 

FTC 

３０Ｄ０２ V:TcSnsType2 VTR TC センス種別 指定 (2 種目の TC センス指定用) 

Disable  (2 種目の TC センス無し)  (通常左値固定) 

Auto 

LTC 

VITC 

FTC 

CTL 

LTC-UB 

VITC-UB 

※主に CTLや UB の取得用 

３０D０３ V:TcErrBypassCnt TC センスエラーバイパス回数指定 

3  (通常左値固定) 

３０D０４ 

 

V:UbitSnsEnable (TC センスと合わせての)ユーザービットセンス許可指定 

Disable  センスしない  (通常左値固定) 

Enable   センスする 

   

３０D０６ V:CueupTcType VTR の Cueup 制御に使用する TC 種別の指定 

Free 

Auto  (通常左値固定) 

TC 

CTL 

３０D０７ V:ColorFrmSel VTR 調相制御時に使用するカラーフレームセレクト指定 

Free  (通常左値固定) 

2fild 

4fild 

３０Ｄ０８ V:VtrExtStsReg ００００_００００ 

３０Ｄ０Ａ V:DevTypMod 1)CycSns  2)NonSns  3)OnceSns 

３０D０Ｂ V:SpeedSnsType VTR のスピードセンスコマンド指定 

Disable   センスしない  (通常左値固定) 

VtrSpeed  VTR のスピードセンスコマンドでセンス 

３０D０F V:PB-SendMode VTR の PB コマンド送信指定 

Disable    送信しない 

With-Play  再生系コマンドと一緒に PB 送信  (通常左値固定) 

３０D１０ V:PB-SendDelay 上記送信用の送信 Delay 指定 

0 frame  (通常左値固定) 
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３０D１４ V:CtlResetType VTR の CTL リセットコマンド指定 

ResetCmd   CTL リセットコマンドを使用       (通常左値固定) 

PresetZero   オール 0 の CTL値をプリセット 

３０D１５ V:CtlPresetDF VTR の CTL リセット時の DF指定 

Default  (通常左値固定) 

DF 

NDF 

３０D１６ V:TcDirStsEmu TC 監視による走行方向検出機能 

Disable   使用しない  (通常左値固定) 

Enable    使用する 

※9pin 仕様での”Dir”ビット非対応の機器用 

３０D１７ V:FastCueupMod VTR プロトコルで追っかけ再生の有効無効の切替 

Collection 設定依存です。 

Disable   使用しない  

Enable    使用する  (KiPro-a 設定時は自動設定されます) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０Ｄ１８ V:PbEeSndDis REC 操作時にＥＥコマンドを使用するか指定します。 

1) OFF 

2) ON 

３０Ｄ１９ V:PbEeSndDis EE操作時のコマンド指定 

1) FullEE 

2) Stopx2  (KiPro-a 設定時は自動設定されます) 

３０Ｄ１Ａ V:CupCmdDfSel Cueup コマンドの frame byt にＤＦを付ける 

1) Disable(付加しない) 

2) DF-Set(付加する) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０D1B V:DlyPlyCupCmd 追いかけ再生時の Cueup Cmd 指定 

1) VtrCueup   : Vtr Cueup Cmd  

2) XDS-EndCmd : XDS End Cmd (collection XDS で自動設定されま

す) △本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３０D1C V:SycStbySel KiPro 同時再生コマンドを有効にする。（Wait １秒） 

Non/KiPro 

   

３０E４０ V:EdtPrsSnsLen VTR の Edit Preset センス長 指定 

0 byte  センスしない (通常左値固定) 

※DAが 8ch までの一般的な VTR 機器は 2 として下さい。 

３０Ｅ４２ V:EditOutCmd Edit OUTの動作指定 

1)EDIT-OFF 

2)PLAY 

３０E４３ V:EditIn-Tmg VTR の Edit-ON 送信タイミングパラメータ 

5 frame  (通常左値固定) 

３０E４４ V:EditOut-Tmg VTR の Edit-OFF 送信タイミングパラメータ 

4 frame  (通常左値固定) 

３０E４５ V:EditIn-CtlTmg VTR の CTL走行時での Edit-ON 送信タイミングパラメータ 

0 frame  (通常左値固定) 

３０E４６ V:EditOut-CtlTmg VTR の CTL走行時での Edit-OFF送信タイミングパラメータ 

0 frame  (通常左値固定) 

３０E４７ V:EditMiniDur VTR 編集制御の最小デュレーション 

15 frame  (通常左値固定) 

３０E４８ V:EditAsmSetMod アッセンブル編集のコマンド指定 

1) Defult 

2) AllBitOn  (collection XDS で自動設定されます) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます 

３０Ｅ４９ V:EditEventCmdTmg EditCmd のタイミング指定 
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３１０００ Dsk:FnameSnsTyp Disk 系プロトコルのファイルセンスコマンド指定 

Normal  センスコマンドはプロトコル設定に従う  (通常左値固定) 

Doremi コマンド固定 

AMP コマンド固定 

S-Disk コマンド固定 

 

３１００２ Dsk:DriveType Disk 系プロトコルでの ディスクドライブ制御 指定 

1) UnUsed  ドライブ制御無し  (通常左値固定) 

2) Used 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３１００３ Dsk:FileListSns Disk 系プロトコルでのファイル名リストセンス指定 

Disable  ファイル名リストセンスを行わない  

Enable   ファイル名リストセンスを行う 

３１００４ Dsk:CouplingRecPort カップリング使用時のポート指定 

1) Disk 

2) OneAhead  (通常左値固定) 

3) Port1 

4) Port2 

5) Port3 

6) Port4 

３１００５ Dsk:JumpCmdTyp NEXT/PREV動作時に使用するコマンド指定 

1) XDCAM 

2) KiPro  (KiPro-a 設定時は自動設定されます) 

３１００６ Dsk:ClpIdxStsTyp Clip番号(メディア上の順番) ステータス 指定  

1) DevDep" : デバイス依存  

2) XDS-AdtSts" : XDS の拡張ステータスより  

    ※これは、MDC-70x の Clip名表示欄に XDSのVTRモード時にも

Clip番号を参考までに表示する機能 

   

３１１００ Sdsk:RecDur Disk 系プロトコルでの収録時間の指定 

00：00：00：00 (通常左値固定) (一部の Disk 系機器でオープンエンドの

意) 

３１１０３ Sdsk:ModelType S-Disk プロトコルのモデル指定 

MAV  (通常左値固定) 

DR1000 

XDCAM 

   

   

３１３００ Ode:RecCueRec 

->RecWt 

Oditcs プロトコルでの Rec 送信タイミング指定 

10  (通常左値固定) 

３１５０１ Vdcp:RecPortId VDCP での 収録系の “PORT-ID“の指定 (dec) 

000 (収録系ポートで無いか、PC 側で OpenPort制御を行う場合は”0”) 

指定する場合は、通常 -1、-2、-3... 等の負数で指定 

適値は VDCP 機器依存 （通常は”-1”等） 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３１５０２ Vdcp:PlayPortId VDCP での 再生系の “PORT-ID“の指定 (dec) 

000 (再生系ポートで無いか、PC 側で OpenPort制御を行う場合は”0”) 

指定する場合は、通常 1、2、3... 等の正数で指定 

適値は VDCP 機器依存（通常は”2”等） 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３１５０４ Vdcp:CueupCmd VDCP での Cueup コマンド指定 

Cueup(open) 

Cueup(jog) 

PlayCue(open) 

PlayCue(jog)  (通常左値固定) 
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３１５０５ Vdcp:FnameSnsTyp VDCP でのファイルセンスコマンド指定 

ShortName 

LongName  (通常左値固定) 

３１５０６ Vdcp:TcSnsType VDCP での TC センスコマンド指定 

Single(FTC) 

Single(LTC) 

Dual(FTC/LTC)  (通常左値固定) 

３１５０７ Vdcp:StillCmd VDCP での停止動作コマンド指定 

Still 

Var-Zero  (通常左値固定) 

３１５０８ Vdcp:FileDelWt VDCP のファイル削除機能タイミング指定 

60  (通常左値固定) 

３１５０A Vdcp:CueupAftPlayWt VDCP の連続再生時のコマンド送信タイミング指定 

10  (通常左値固定) 

３１５０B Vdcp:CloseAftWt VDCP の CUEUP時のコマンド送信タイミング指定 

0  (通常左値固定) 

３１５０Ｃ Vdcp:PlayCmdMod 1)Continue  2)Play&Conti 

３１５０Ｄ Vdcp:CupAftPctOtCm 1)Still  2)VerZero  3)VerSlw   

   

３１６００ Vdcp:ClipMinDur VDCP でのクリップの最小サイズ指定 

30 frame  (通常左値固定) 

３１６０１ Vdcp:Nxt-PlayTmg VDCP で連続再生を行う時の Play タイミング指定 

3 frame  (通常左値固定) 

３１６０２ Vdcp:End-StpTmg VDCP で連続再生を行う時の Stop タイミング指定 

3 frame  (通常左値固定) 

３１６０３ Vdcp:NextCupTmg VDCP で連続再生を行う時の 次 Cueup タイミング指定 

5 frame  (通常左値固定) 

３１６０４ Vdcp:ClipTc-Typ VDCP で連続再生を行う時の制御タイムコードの指定 

ZeroBase  (通常左値固定) 

ClipTc 

３１６０５ Vdcp:2nd-PlyTmg VDCP で連続再生を行う時の 2ndCLipの Play タイミング指定 

0 frame  (通常左値固定) 

３２０００ Eth:Cmd-Protocol LAN 制御のプロトコルを指定 

1)Disable 

2)BlkMgc 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３２００１ Eth:Frm-Protocol LAN 制御のプロトコルを指定 

1) Default 

2) LF-trm 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３２００４ Eth:Dev-IpAddr 制御対象機器の IPアドレス 

192.168.001.240 

３２００５ Eth:Dev-UdpPortNo UDP 使用時の PortNo 

0 (0=Def) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３２００６ Eth:Dev-TcpPortNo TCP 使用時の PortNo 

0 (0=Def) 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３２００７ Eth:Dev-MusUnitId SIO ポートの ID 番号です 

1 

３２００８ Eth:TcpConRtry LAN 通信のリトライ間隔です 

30frame 

３２００B Mac:Mdc-LAN PortNo 使用する LAN Portの指定 

1) Default(LAN-2) 

2) LAN1 
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３２００Ｃ Eth:tcpDiseTout デバイスとの TCP 接続のタイムアウト 

５ sec 

３２００Ｄ Eth:SycComBmp 同じポート内で、同時にＬＡＮ接続するデバイスの選択（16 台まで） 

００００ ００００ ００００ ０００１ 

３２００Ｅ $Eth:SyncDefMasterNo 同じポート内で、同時にＬＡＮ接続するマスターデバイスの選択 

３２０１０ Eth:SioCmdTyp Etheｒ制御と４２２制御の切替 

1) Disable Ether コマンドのみ使用 

2) Vtr ファイル系は Ether パネル制御系＆GPI制御は 9Pin を使用 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

３２０１２ Eth:CycSnsIntvl1 Etheｒ制御のインタバル調整です。 

1 

３２０１３ Eth:CycSnsIntvl1 Etheｒ制御のインタバル調整です。 

5 

   

３３００１ Gpi:PcModeSel 特殊用途 

３３１００ Gpi:Eject-C GPI入力 VTR-Eject コマンド受付 Bitの指定 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） (以下同) 

３３１０１ Gpi:Stbyoff-C GPI入力 VTR-Standby-OFF コマンド受付 Bitの指定 

３３１０２ Gpi:StbyOn-C GPI入力 VTR-Standby-ON コマンド受付 Bitの指定 

３３１０３ Gpi:Stop-C GPI入力 VTR-Stop コマンド受付 Bitの指定 

３３１０４ Gpi:Still-C GPI入力 VTR-Still コマンド受付 Bitの指定 

３３１０５ Gpi:Rec-C GPI入力 VTR-Rec コマンド受付 Bitの指定 

３３１０６ Gpi:Play-C GPI入力 VTR-Play コマンド受付 Bitの指定 

３３１０７ Gpi:FF-C GPI入力 VTR-FF コマンド受付 Bitの指定 

３３１０８ Gpi:Rew-C GPI入力 VTR-Rew コマンド受付 Bitの指定 

３３１０９ Gpi:Next-C GPI入力 VTR-Next  ※PDW/XDS 拡張コマンド 

３３１０A Gpi:Prev-C GPI入力 VTR-Prev  ※PDW/XDS 拡張コマンド 

３３１０B Gpi:Top-C GPI入力 VTR-Top   ※PDW/XDS 拡張コマンド 

３３１０C Gpi:End-C GPI入力 VTR-End   ※PDW/XDS 拡張コマンド 

   

３３２００ Gpi:Rem-S GPI出力 VTR-REMOTE/LOCAL ステータス出力 Bitの指定 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） (以下同) 

３３２０１ Gpi:Tape-S GPI出力 TAPE有無 ステータス出力 Bitの指定 

３３２０２ Gpi:StbyOn-S GPI出力 Standby-ON ステータス出力 Bitの指定 

３３２０３ Gpi:Stop-S GPI出力 Stop ステータス出力 Bitの指定 

３３２０４ Gpi:Still-S GPI出力 Still ステータス出力 Bitの指定 

３３２０５ Gpi:Rec-S GPI出力 Rec ステータス出力 Bitの指定 

３３２０６ Gpi:Play-S GPI出力 Play ステータス出力 Bitの指定 

３３２０７ Gpi:Fwd-S GPI出力 VTR-FWD ステータス出力 Bitの指定 

３３２０８ Gpi:FF-S GPI出力 VTR-FF ステータス出力 Bitの指定 

３３２０９ Gpi:Rew-S GPI出力 VTR-Rew ステータス出力 Bitの指定 

３３２０A Gpi:Dir-S GPI出力 VTR-逆走行 ステータス出力 Bitの指定 

３３２０B Gpi:Jog-S GPI出力 VTR-Jog ステータス出力 Bitの指定 

３３２０C Gpi:Shuttle-S GPI出力 VTR-Shuttle ステータス出力 Bitの指定 

３３２０D Gpi:Var-S GPI出力 Var ステータス出力 Bitの指定 

３３２０E Gpi:CueBusy-S GPI出力 Cueup 中 ステータス出力 Bitの指定 

３３２０F Gpi:CueCmpl-S GPI出力 VTR-Ｃｕｅｕｐ完了 ステータス出力 Bitの指定 

３３２１０ Gpi:SpdMovFw-S GPI出力 VTR 順方向走行 ステータス出力 Bitの指定 

３３２１１ Gpi:SpdMovRv-S GPI出力 VTR 逆方向走行 ステータス出力 Bitの指定 

３３２１２ Gpi:Next-S GPI出力 VTR-NEXT  

３３２１３ Gpi:Prev-S GPI出力 VTR-Prev   

３３２１４ Gpi:Top-S GPI出力 VTR-Top 

３３２１５ Gpi:End-S GPI出力 VTR-End   

３３２１６ Gpi:Loop-S GPI出力 HyperDeck（Ether 経由）Loopステータス 
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３３２１７ Gpi:SyncLock-S GPI出力 同期再生中 

   

３３３００ Gpi:Stop-OutBit GPI出力 VTR-Stop イベントパルス Bitの指定 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） (以下同) 

３３３０１ Gpi:Stop-OutPls 上記のパルス幅の指定 

0 frame 

３３３０３ Gpi:Play-OutBit GPI出力 VTR-Play イベントパルス Bitの指定 

３３３０４ Gpi:Play-OutPls 上記のパルス幅の指定 

0 frame 

３３３０６ Gpi:Rec-OutBit GPI出力 VTR-Rec イベントパルス Bitの指定 

３３３０７ Gpi:Rec-OutPls 上記のパルス幅の指定 

0 frame 

３４０１０ VtrTrg:TcGenMod-1 Function（P6） Dev のコマンド指定 

Dev(ff) / PrstFreeRun(0) / PresetRecRun / RecGenTpLtc(2) / 

RecGenVitc(0) / RecGenExtLtc(4) / RecGenExtVitc(5) 

Defult > Dev(ff) 

３４０１１ VtrTrg:TcGenMod-2 Function（P6） INT のコマンド指定 

Dev(ff) / PrstFreeRun(0) / PresetRecRun / RecGenTpLtc(2) / 

RecGenVitc(0) / RecGenExtLtc(4) / RecGenExtVitc(5) 

Defult > RecGenTpLtc(2) 

３４０１２ VtrTrg:TcGenMod-3 Function（P6） EXTのコマンド指定 

Dev(ff) / PrstFreeRun(0) / PresetRecRun / RecGenTpLtc(2) / 

RecGenVitc(0) / RecGenExtLtc(4) / RecGenExtVitc(5) 

Defult > RecGenExtLtc(4) 

３４０２０ VtrTrg:UbGenMod-1 Function（P6） Dev のコマンド指定 

Dev(ff) / Preset(0) / TpLtc(2) / TpVitc(3) / ExtLtc(4) / ExtVitc(5) 

Defult > Dev(ff) 

３４０２１ VtrTrg:UbGenMod-2 Function（P6） INT のコマンド指定 

Dev(ff) / Preset(0) / TpLtc(2) / TpVitc(3) / ExtLtc(4) / ExtVitc(5) 

Defult > Dev(ff) 

３４０２２ VtrTrg:UbGenMod-3 Function（P6） EXTのコマンド指定 

Dev(ff) / Preset(0) / TpLtc(2) / TpVitc(3) / ExtLtc(4) / ExtVitc(5) 

Defult > Dev(ff) 

３４０３０ VtrTcg:RecLtcSel-1 Function（P6） Dev のコマンド指定 

Dev(ff) / IntLtcRec(0) / ExtLtcRec(1) 

Defult > Dev(ff) 

３４０３１ VtrTcg:RecLtcSel-2 Function（P6） INT のコマンド指定 

Dev(ff) / IntLtcRec(0) / ExtLtcRec(1) 

Defult > Dev(ff) 

３４０３２ VtrTcg:RecLtcSel-3 Function（P6） EXTのコマンド指定 

Dev(ff) / IntLtcRec(0) / ExtLtcRec(1) 

Defult > Dev(ff) 

   

３５０００ Eth2 : ProtocolTType Ether2 Protocol の選択 

1)Disable 効かなくする 

2)TSL-UMD 

３５００１ Eth2 : Protocol Ver Ether2 Protocol の Ver 指定 

00 

 

３５００４ Eth2:Mdc-LAN PortNo 使用する LAN ポート 

1)Default(LAN-2) 

３５００５ Eth2:Mdc-UdpPortSel UDP ポートの指定 

1)Default 

３５００６ Eth2:Mdc-UdpPortNo UDPポートの指定 

0 
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３５０１０ Eth2:Dev-IpAddr 表示対象機器の IPアドレス 

192:168.001.230 

３５０１１ Eth2:Dst-UdpPortSel 表示対象機器の UDPPort選択 

1)Disable 

2)MusDefPort 

3)Protocol 

4)Direct 

３５０１２ Eth2:Dst-UdpPortNo UDP Port 番号 

0 

３５０１３ Eth2:Dst-TcpPortSel TCP Port 指定 

1)Disable 

2)MusDefPort 

3)Protocol 

4)Direct 

３５０１４ Eth2:Dst-TcpPortNo TCP Port 番号 

00 

３５０１５ Eth2:TcpConRtry TCP リトライ回数 

30Frame 

３５０２０ Eth2:TSL-R-Tly R タリーの Bit指定 

００００ ００００ 

３５０２１ Eth2:TSL-G-Tly R タリーの Bit指定 

００００ ００００ 

３５０２２ Eth2:TSL-MsgPtn TSL TEST1 

1)Blank 

2)Sts 

3)Tc 

4)Clip 

5)Sts&Tc 

6)Sts&Tc&Clip 

7)Ex:Sts&Tc 

３５０２３ Eth2:TSL-MsgTly TSL TEST2 

1)Defult 

2)R/G-Tly 

３５０２４ Eth2:BrightSel TSL TEST3 

1)Defult 

2)Lv-1 

3)Lv-2 

4)Lv-3 

5)Lv-4 

３５０２５ Eth2:TSL-PrtclOpt TSL TEST4 

1)Defult 

2)DLE/STX 

３５０２６ Eth2:TSL-TestDispPth TSL TEST5 
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○ “40000：Gpi“ 関連 

   GPI 共通関連の設定メニューです。 

Gpi 
項目番号 項目名 内容 

４５Ａ００ DefGpiOutPtn 電源投入時のＧＰＩ出力の論理指定。 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） 

４５Ａ１０ DefThrOutPtn-11 ＩＮ０の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） 

４５Ａ１１ DefThrOutPtn-12 ＩＮ１の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１２ DefThrOutPtn-13 ＩＮ２の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１３ DefThrOutPtn-14 ＩＮ３の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１４ DefThrOutPtn-15 ＩＮ４の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１５ DefThrOutPtn-16 ＩＮ５の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１６ DefThrOutPtn-17 ＩＮ６の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５Ａ１７ DefThrOutPtn-18 ＩＮ７の電源投入時のＧＰＩ出力のスルー機能指定 

４５A３０ Gpi:PcModeSel 特殊用途 1) Normal  / 2) Mode1 ※Mode1 GPI の使用制限 

４８６００ GpiKey-Up 上△ボタンを割り当てる事が可能です 

００００００００ （対象 Bit桁を１にすると有効） (以下同) 

４８６０１ GpiKey-Dw 下△ボタンを割り当てる事が可能です 

４８６０２ GpiKey-Lf 左△ボタンを割り当てる事が可能です 

４８６０３ GpiKey-Rt 右下△ボタンを割り当てる事が可能です 

４８６０４ GpiKey-Play&Dw GPIが ON すると再生します。 

ＧＰＩがＯＦＦすると下△ボタン（ＮＥＸＴ）に移動します。 

※ＭＥＮＵ（27D03）を有効にすると NEXT時に CUE UP します。 

４８６０５ GpiKey-Stop 装置の STOPボタンと同等です。※１ 

４８６０６ GpiKey-Rec 装置の REC ボタンと同等です。※１ 

REC+PLAY で収録を開始します。REC+STOPで収録を停止します。 

４８６０７ GpiKey-Play 装置の PLAYボタンと同等です。※１ 

４８６０８ GpiKey-F-Play 装置の F-PLAYボタンと同等です。※１ 

   

４８６０９ GpiKey-PrvClpStby ＰｌａｙＬｉｓｔにて前の Clip点に移動してＳＴＮＤＢＹ状態になります。 

４８６０Ａ GpiKey-NxtClpStby ＰｌａｙＬｉｓｔにて次の Clip点に移動してＳＴＮＤＢＹ状態になります。 

４８６０B GpiKey- KeyAsn2 BlankKey2 を GPIに割り当てます。 

４８６０C GpiKey- KeyAsn3 BlankKey3 を GPIに割り当てます。 

４８６０D GpiKey- KeyAsn7 BlankKey7 を GPIに割り当てます。 

４８６０Ｅ GpiKey-GpiStop GPI STOP動作 

４８６０Ｆ GpiKey-GpiRec GPI REC 動作 

４８６１０ GpiKey-GpiPlay GPI ＰＬＡＹ動作 

４８６１１ GpiKey-CurClpStby GPI Recue 動作 

４８６１２ GpiKey-PrevCueup GPI PREV動作 

４８６１３ GpiKey-NextCueup GPI ＮＥＸＴ動作 

４８６１４ GpiKey-EvtClpLoop イベントクリップ画面での Clip を LOOP同時再生の ON/OFF。 

   

４８７００ GpiTly-FplyStby ＰｌａｙＬｉｓｔにて STANDBY 状態の時にＯＮになります 

４８７０１ GpiTly-FplyRun ＰｌａｙＬｉｓｔにて再生中状態の時にＯＮになります 

４８７０２ GpiTly-StopKey GPI 停止中にＯＮになります 

４８７０３ GpiTly-RecKey ＧＰＩ 収録中にＯＮになります 

４８７０４ GpiTly-PlayKey ＧＰＩ 再生中にＯＮになります 

４８７０５ GpiTly-EvtClpLoopS イベントクリップ画面での LOOP同時再生時 ON になります 

４８７０６ GpiTly-EvtClpPlayS MDCによる IN/OUT 再生制御中は点滅になります 

４８７０７ GpiTly-EvtClpStopS イベントクリップ LOOP 再生時の停止時に点灯になります 
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４８８００ GpiInhi-Pt1-InBmp PORT SELECTボタン１選択時にGPIがONすると全てのパネル操作が禁

止されます。※48710 で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０１ GpiInhi-Pt2-InBmp PORT SELECT ボタン 2 選択時に GPI が ON すると全てのパネル操作が

禁止されます。※48711 で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０２ GpiInhi-Pt3-InBmp PORT SELECT ボタン 3 選択時に GPI が ON すると全てのパネル操作が

禁止されます。※48712 で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８０３ GpiInhi-Pt4-InBmp PORT SELECT ボタン 4 選択時に GPI が ON すると全てのパネル操作が

禁止されます。※48713 で特定のキーを有効にする事が可能です。 

４８８１０ GpiInhi-Pt1-EnaKey PORT SELECTボタン１ Inhi機能が有効の時、動作を有効にするボタンを

選択します。 

1) Off 

2) Ply ＞PLAYボタンのみ有効 

3) Ply,Fply ＞PLAY/F-PLAYボタンのみ有効 

4) Ply,Fply,Var ＞PLAY/F-PLAY/Var ボタンのみ有効 

5) Ply,Fply,Var,Stp ＞PLAY/F-PLAY/Va/STOP ボタンのみ有効 

6) Ｓｔｏｐ ＞STOP ボタンのみ有効 

４８８１１ GpiInhi-Pt2-EnaKey PORT SELECTボタン２ Inhi機能が有効の時、動作を有効にするボタンを

選択します。 

同上 

４８８１２ GpiInhi-Pt3-EnaKey PORT SELECTボタン３ Inhi機能が有効の時、動作を有効にするボタンを

選択します。 

同上 

４８８１３ GpiInhi-Pt4-EnaKey PORT SELECTボタン４ Inhi機能が有効の時、動作を有効にするボタンを

選択します。 

同上 

※ 各 SIOポート個別での GPI コマンド入力／GPI ステータス出力機能（簡易 GPI機能）は、 

SIO メニュー側で SIOポートごとに設定可能です。 

※１ 装置の PORT SELECT ボタンに依存して GPI操作が可能です。 
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○ “50000：Lan/Link“ 関連 

   Lan/Link 関連の設定メニューです。 

Lan/Link 
項目番号 項目名 設定 

５１２００ $Unitid ユニット ID 

1 ID 

※複数の本機を LAN 接続してシステムを組む場合の識別 ID 

５１２０２ LAN-1:IP Address LAN1 ポートの IP 

１９２．１６８．００１．２００ 

５１２０３ LAN-2:IP Address LAN2 ポートの IP 

１９２．１６８．００１．２２０ 

５１２０４ LAN-1:IP Mask LAN1 ポートの IP マスク 

２５５．２５５．２５５．０００ 

５１２０５ LAN-2:IP Mask LAN2 ポートの IP マスク 

２５５．２５５．２５５．０００ 

５１２０８ LAN-1:UdpPortNo LAN1 の UDP ポート番号です 

11000 

５１２０９ LAN-2:UdpPortNo LAN2 の UDP ポート番号です 

11000 

５１２０A LAN-1:TcpPortNo LAN1 の TCP ポート番号です 

12000 

５１２０B LAN-2:TcpPortNo LAN2 の TCP ポート番号です 

12000 

   

５１２１２ LAN-1:PowerOn 

OnlineChk Rsp 

LAN1 用の電源 ON 通知機能 

1) Disable 

2) Enable 

※電源 ON 後、本機から起動通知用のオンラインチェック応答送信機能 

５１２１３ LAN-2:PowerOn 

OnlineChk Rsd 

LAN2 用の電源 ON 通知機能 

1) Disable 

2) Enable 

   

５１２１６ LAN-1:UdpSndTout LAN1 用の UDP 送信タイムアウト時間の指定 

10 (x10ms)  (通常左値固定) 

５１２１７ LAN-2:UdpSndTout LAN2 用の UDP 送信タイムアウト時間の指定 

10 (x10ms)  (通常左値固定) 

５１２１８ LAN-1:TcpSndTout LAN1 用の TCP 送信タイムアウト時間の指定 

10 (x10ms)  (通常左値固定) 

５１２１９ LAN-2:TcpSndTout LAN2 用の TCP 送信タイムアウト時間の指定 

10 (x10ms)  (通常左値固定) 

５１２１A LAN-1:UdpRsPtofs LAN1 の UDP ポートのオフセットです 

0 

５１２１B LAN-2UdpRsPtofs LAN2 の UDP ポートのオフセットです 

0 

５１２８０ LAN-C:CycRspStop LAN 共通のステータス通知自動停止時間 

60 sec 

※PC からのメッセージが途絶えてから、本機からの周期ステータス通知

等を自動停止するまでの時間。 

   

５１２Ａ０ LAN:Ext-IpAddr １９２．１６８．１．２００ 

５１２Ａ１ LAN:Ext-UdpPt0fs 0 

５１２Ａ３ LAN:Ext-UnitId 1 
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５１２Ａ５ LAN:Ext-LanPtNo 1)Defult(LAN-2)  2)LAN-1  3)LAN-2 

５１２Ａ６ LAN:Ext-LanRspTout 5sec 

５１２Ａ７ LAN:Ext-RtsRspSel 1)All  2)Main 3)Rem 

   

５１４０１ LINK:SyncPktSend LINK 機能によるリファレンス供給機能 

1) OFF  (通常左値固定) 

2) ON 

※通常は、本設定は OFF とし、各 MCIに直接 Ref を供給して下さい。 

   

５５４００ LAN-R:DefRspId LAN による各ステータス応答のデフォルトの応答先 PC の ID 

0  (通常左値固定) 

※MCI-60 互換動作用のデフォルト設定であり、設定する場合は 

通常は”8” 

５５４０１ LAN-R:DefRspRtMd LAN による“リアルタイムステータス応答”のデフォルトの応答送信モード 

1) Disable 

2) UDP-BC 

3) UDP-ID  (通常左値固定) 

※MCI-60 互換動作用のデフォルト設定 

 

５５４０２ LAN-R:DefRspSec LAN によるステータス応答のデフォルトの応答間隔指定（秒） 

0 sec   (通常左値固定) 

※MCI-60 互換動作用のデフォルト設定 

５５４０３ LAN-R:DefRspFrm LAN によるステータス応答のデフォルトの応答間隔指定（frame） 

1 frame   (通常左値固定) 

※MCI-60 互換動作用のデフォルト設定 

５５４０４ LAN-R:DefRspIntvlOpt LAN による“操作イベント(GPI/SW 等)ステータス応答”です 

1) Always 

2) Dial/T-Bar 

５５４０６ LAN-R:DefRspOpMd LAN による“操作イベント(GPI/SW 等)ステータス応答”のデフォルトの応

答送信モード 

1) Disable 

2) UDP-BC 

3) UDP-ID  (通常左値固定) 

※MCI-60 互換動作用のデフォルト設定 
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○ “60000：System“ 関連 

   System関連の設定メニューです。 

Sysytem 
項目番号 項目名 設定 

６１０００ SystemDate&Time 年/月/日 時間 

※内部時計を設定します。 

６１４００ SysFrameFormat 本機内部で共通に使用するシステムフレームフォーマット 

1) NTSC-DF 

2) NTSC-NDF 

3) PAL 

※通常は、Ref 入力（及び LTC入力）に合わせて設定します。 

６１５０２ SysBuz-Sw ブザーの ON/OFF です 

1) ON 

2) OFF 

６１５０３ SysBuz-Vol ブザーの長さ指定です 

Vol-1～8 

６１５０５ TrgTcChkWd 10 frame 

６１５０６ ScreenSaverMode スクリーンセーバーの設定です 

1) Disable 

2) Enable 

６１５０７ ScreenSaverTime スクリーンセーバーの設定です 

30min 

６１５０８ $DefRtcAdjMode RTC の事項補正機能です 

1) Disable 

2) Ltc-In 

６６０００ $UnitMode 動作モードを切り替えます。 

△本項目は Collection メニューで自動設定されます。 

６６００５ Hcopy 画面のスクリーンショットを USB メモリに保存します。 

USB メモリを接続して STOPの隣白ボタン(Blank設定時)を押すと BMP形

式のファイルでスクリーンショットが可能です。 

MDC-74 では EditControl 部の SW が Blank の時にスクリーンショットが可

能です。 

６６４１２ EthSioEnaCod 保守メンテナンス用 

６８９００ $LtcOut-Default 電源投入時の TC OUT の出力指定 

1) Disable  ： 出力しません。 

2) Through ： TC IN をスルー出力します 

3) 0-Still   ： 00:00:00:00 を出力します 

4) 0-Start  ： 0 時から歩進します。 

5) RTC-Start ： 内部時計から歩進します。 

6) VirTC ： 内部 Timer を出力します 

7) X-Still ：電源 OFFの時の TC を出力します。 

６８９０１ $TcgTrg-DefRecCh 内部パラメータ調整 

００００００００ (通常左値固定) 

６８９０２ $DefVirTcCh 内部パラメータ調整 

1 

６８９０３ TcgTrg-RecSwOpr REC ボタンを押した時に TCG のスタート指定 

1) Disable ： 何もしません 

2) Enable  ： REC ボタンを押した時にスタート 

６８Ａ００ LtcIn-PlyChkFrm 内部パラメータ調整 

5 frame (通常左値固定) 

６８Ａ０１ LtcIn-StpChkFrm 内部パラメータ調整 

5 frame (通常左値固定) 
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６８Ａ０２ LtcIn-Ply0fsFrm 内部パラメータ調整 

0 frame (通常左値固定) 

６８Ａ０３ LtcIn-TcErByps 内部パラメータ調整 

3 frame (通常左値固定) 
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○ “70000：VirtualMcn” 関連 

   同期制御用マスタ（仮想マスタ）関連の設定メニューです。 

※本機の機能による同期制御（各 SIO ポートに接続されている VTR 等の同期制御）を使用しない 

場合は、以下メニューの設定の必要はありません。 

VirtualMcn 
項目番号 項目名 設定 

７００００ $VirMcnCnt 本機での仮想マスタの動作台数の指定 

4 

７０２０１ NtscDF-Mod 仮想マスタの DFの指定 

1) Auto  自動 (リファレンスデバイスの TC で自動切り替え) 

2) Fix   固定 (システムフレームタイプの設定で固定) 

７０２０２ MasterSel 仮想マスタの制御ソースの指定 

1) Normal   (自立動作、又はリファレンスデバイスに追従) 

2) Ltc-In    (LTC 入力に追従) 

７０２０９ DevSyncMode 複数台同時制御再生の設定を行います。 

1) ParaRun1  位相確認無しの同時スタート 

2) ParaRun2  位相確認有りの同時スタート 

3) Lock      調相制御有りの同時スタート 

７０２０B VirStsMode 仮想マスタのステータスのソース指定 

1) VirMcn      (独立動作でのステータス) 

2) RefDevTC   (リファレンスデバイスの TC のみスルー) 

3) RefDevThr   (リファレンスデバイスの TC とステータスのスルー) 

７０２０C VirStopChkWait リファレンスデバイス追従制御での停止追従感度(ウェイト値) (frame) 

30 

※リファレンスデバイスが上記設定値以上停止状態になった時に仮想マ

スタも停止する。 

７０２０D PbEeDist 仮想マスタ配下のコントローラから仮想マスタ配下の VTR への 

EE/PB コマンド分配先指定 

1) Lock    同期制御の選択中 VTR へ送信 

2) ALL     配下 VTR 全部へ送信 

3) P-Port   配下の再生系ポートへの送信 

4) R-Port   配下の記録系ポートへの送信 

７０２０F $SyncCueupMode 仮想マスタ停止時の配下 VTR への同期 Cueup 制御指定 

1) Normal      VTR 間の TC 位相合わせ Cueup 有り 

2) NonCueup   無し 

７０４００ LtcPlayChkWait LTC 追従モードでの LTC 再生(1 倍速走行) 検知感度 (frame) 

20 

７０４０１ LtcStopChkWait LTC 追従モードでの LTC 停止 検知感度 (frame) 

20 

７０４０２ LtcPlayLockWait LTC 追従モードでの LTC 再生(1 倍速走行)安定 検知感度 (frame) 

20 

７０４０３ LtcPlayOfst LTC 追従モードでの LTC 再生 TC に対するオフセット 

1 

   

７１０００ $RefDev リファレンスデバイスの選択 

0    リファレンスデバイスの選択無し (仮想マスタは独立動作) 

1～  選択有り (番号は配下の VTR エントリ番号)  

※仮想マスタの動作リファレンスとなるデバイスの選択 
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７１１００ $RecEnaDevBmp 仮想マスタ配下の VTR の Rec動作許可指定 

１１１１１１１１ １１１１１１１１ 

※LSB＝配下の VTR エントリ番号１ 

※デフォルトは全エントリ Rec 動作許可 

７１１０２ $SyncDevBmp 仮想マスタ配下の VTR の同期制御許可指定 

００００００００ ００００００００ 

※LSB＝配下の VTR エントリ番号１ 

７１２００ $ShowTime 仮想マスタ(VTR)の基準 TC 

００：００：００：００ 

   

７３０００ $AsnRemInp 仮想マスタへのリモート入力系統のアサイン指定 

1) Manual  (後述メニューで個別に割り当て) 

2) Disable  (リモート入力系統は使用しない) 

3) x4      (物理 SIO の若番ポートから順に 4 系統自動割り当て) 

4) x8      (物理 SIO の若番ポートから順に 8 系統自動割り当て) 

７３００１ $AsnRemOut 仮想マスタからのリモート出力系統のアサイン指定 

1) Manual  (後述メニューで個別に割り当て) 

2) Disable  (リモート出力系統は使用しない) 

3) x4      (物理 SIO の若番ポートから順に 4 系統自動割り当て) 

4) x8      (物理 SIO の若番ポートから順に 8 系統自動割り当て) 

   

７３１０１ 

～ 

７３１０８ 

AsnRemInp-01 

～ 

AsnRemInp-08 

仮想マスタへのリモート入力系統のアサイン 

（配下に置くコントローラデバイスの SIO ポートのアサイン） 

Unit=** Ch=** 

“Unit=”の設定 

**  ：  割り当て無し 

M   ：  自局の意 

1～ ：  他局ユニット ID （LINK 接続の他局） 

“Ch=”の設定 

**  ：  割り当て無し 

1～ ：  物理 SIO ポート番号 

   

７３２０１ 

～ 

７３２１０ 

AsnRemOut-01 

～ 

AsnRemOut-16 

仮想マスタへのリモート出力系統のアサイン 

（配下に置く VTR デバイスの SIO ポートのアサイン） 

Unit=** Ch=** 

“Unit=”の設定 

**  ：  割り当て無し 

M   ：  自局の意 

1～ ：  他局ユニット ID （LINK 接続の他局） 

“Ch=”の設定 

**  ：  割り当て無し 

1～ ：  物理 SIO ポート番号 

   

７３３０１ 

～ 

７３３０８ 

CtrDist-01 

～ 

CtrDist-08 

仮想マシンの配下のコントローラの制御先指定 

VirMcn              仮想マシン 

RemoteOut-01～16   仮想マシン配下のリモート出力系統 

   

７７０００ Syc:StartCupMod 簡易同期ＰＬＡＹの操作時の動作指定 

1) Cueup  

マスターポートに CUE UP してから再生 

2) Diff-Play 

マスターポートとの差分を計算して同時再生 

７７００１ Syc:CueupTout 簡易同期ＰＬＡＹのタイムアウト値 

90Frame 

７７００２ Syc:CupTcChkMod 簡易同期ＰＬＡＹのチェックＴＣ 
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1) StartTc 

2) MstrCurTc 

７７００３ Syc:SyncChkFrm 簡易同期ＰＬＡＹの同期の判定時間 

10Frame 

７７００４ Syc:RetryCnt 簡易同期ＰＬＡＹのリトライ回数 

3 

７７００５ Syc:RetryChkFm 簡易同期ＰＬＡＹの同期していない場合の再リトライ時間 

30Frame 

７７００６ Syc:RetryPlayMod 簡易同期ＰＬＡＹのモード指定（リトライ時の動作） 

1) StartTc 

開始時の TC で CUE UP して再生 

2) MasterCurTC 

マスターポートの TC に CUE UP して再生 

☆3) Diff-Play 

マスターポートとの差分を計算して再生 

７７００７ Syc:RefReSyncMod 簡易同期ＰＬＡＹ時に、EE コマンドを使用するタイミング指定 

1) Disable 

動作 OFF 

2) Retry 

MENU77006に従い再生時に EEにする 

☆3)ALL 

SFT+PLAY操作を行った時に EE コマンドを送信する。 

７７００８ Syc:RefReSyncSel 簡易同期ＰＬＡＹ時に、EE コマンドを使用するか否な指定 

1) Disable 

動作 OFF 

☆2) EE/PB-Cmd 

MENU77007に従いコマンドを送信 

７７００９ Syc:CmplCheckWait 5 frame 

７７００Ａ Syc: DurPlyChkCh 1)MasterCh  2)SlaveCh 

７７００B Syc: SycStbyMod F-Play 動作時に 30D1C 同期スタンバイを行うか指定 

1)Disable/2)Enable 

Defult >1)Disable 

７７００C Syc: PlyTmgAtMod F-Play 動作時に 30D1C の Wait タイミング指定 

1)Disable/2)Enable 

Defult >1)Disable 

７７００D Sync:CupDrvIdEna イベント画面のドライブ指定（未対応） 

1)Disable 無効 

2)Ena(Differ) 

3)Ena(Every) 

７７００E Sync:CupFnamEna イベント画面の複数ファイル制御の有無 

1)Disable 無効 

2)Ena(Differ) クリップ番号が異なる時送信 

3)Ena(Every) 常に送信 
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4. お問い合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご相談・ご質問及び、修理に関しましては、下記までお問い合わせ下さい。 

武蔵株式会社 

TEL 03-5982-4391  FAX 03-5982-4784 

東京都新宿区下落合 3-21-1 NK フジビル 3F 〒161-0033 

営業時間 9:00～18:00 月曜～金曜（休祝日を除く） 

URL：http://www.musashi-kk.co.jp/ 

 

http://www.musashi-kk.co.jp/

